
第二部．紀 要



Ｉ業績

1．健康科学部門

吉川弘明

学内委員会など

・金沢大学産業医

・金沢大学附属病院安全衛生委員会委員

・金沢大学宝町・鶴間地区事業場安全衛生委員会委員

・金沢大学安全衛生マネジメント委員会委員

・金沢大学感染症対策検討委員会委員

・金沢大学感染症予防・対策委員会委員

・金沢大学学生生活部会委員

・金沢大学喫煙対策ワーキング・グループ長

・金沢大学学生支援ＧＰ「心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵を

もった学生の育成-」推進責任者・学生支援GPプロジェクトメンバー

学内での教育的活動

・共通教育科目大学社会生活論「健康論」（前期、角間）２クラス担当。

・共通教育科目「健康論実践１－救急蘇生と安全な大学生活一」（後期）主任講師。2008年度１クラス、

2009年度１クラス。

・共通教育科目「健康論実践２－生活習,償病予防を食事から考える－」（後期）主任講師。2009年度１ク

ラス。

・医学部神経内科系統講義「神経筋接合部疾患および筋疾患」（後期、宝町）１コマ担当。

・自然科学研究科（前期課程）医療薬学専攻「臨床薬物治療額」６/６コマ担当

学内での診療活動

・附属病院神経内科外来担当（水曜日午前）

・附属病院セカンド・オピニオン外来担当（重症筋無力症）

学内講演

・2008.6.23第187回共同学習会発表者「コミュニケーション・プレイスについて－学生支援ＧＰ

シリーズ第二回-」

・2009.10.6第２４６回共同学習会発表者「学生支援ＧＰの健康教育について－学生支援ＧＰシリー

ズ第三回一」

・2009.2.17第二回金沢大学学生支援ＧＰフォーラム講演「心と体の育成による成長支援プログラ

ム実施報告」

・２００９５．２６学生支援ＧＰアカンサス・セミナー「頭痛とウェルネス向上への取り組み」講演「慢Ｉ生頭

痛について」

・2009.10.7学生支援GP金大祭新型インフルエンザ対策説明会講演
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学会発表

・丸田高広、吉川弘咀、梅下翔、高瀬文超、吉)||弘毅、角弘諭、枝廣茂樹、本崎裕子、岩佐和夫、山

田正仁：重症筋無力症における抗骨格筋抗体の作用機序：抗DHPＲ抗体、抗ＲｙＲ抗体を中心に。第２０

回日本神経免疫学会学術集会，新潟，2008.04.17-18

・丸田高広、吉川弘明、足立由美、鈴木健一、佐藤日出夫、柴田裕行、岩佐和夫、山田正仁；能登半島地

震における神経難病患者の身体・社会的被害と心身の障害に関する調査。第49回日本神経学会総会，横

浜，2008.05.l5-l7

丸田高広、吉川弘咀、岩佐和夫、山田正仁；脳梗塞遠隔効果の回復期リハビリ加療に関する画像検討。

第２６回日本神経治療学会学術集会、横浜、2008.06.26-27

吉川弘明：今だからこそ健康診断をもう一度考えるＩＴ化導入について－反省と未来への展望一：第４６

回全国大学保健管理協会東海北陸地方会、岐阜、2008.07.24-25

九田高広、吉川弘明、角弘諭、根上昌子；レビー小体型認知症における自律神経検査の選択。第27回

日本認知症学会学術集会、前橋、2008.10.10-12

丸田高広、吉川弘明、角弘諭、根上昌子；レビー小体型認知症における自律神経検査の選択。第27回

日本認知症学会学術集会、前橋、2008.10.lO-12

吉川弘明、足立由美、鈴木健一、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣川早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田

真紀、岩田恭宜、内山勝晴、古川佃：頭痛保持者のＱＯＬに関する疫学的調査一健康診断に始まる学生

支援の視点から‐：第46回全国大学保健管理研究集会、京都、2008.10.29-3O

足立由美、吉川弘咀、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣)||早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田真紀、鈴木

健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川側：肥満、やせの学生のQOL評価と健康教育一BMIとＳＦ36、ライフス

タイル（食事、運動）との関連一：第46回全国大学保健管理研究集会、京都、2008.10.29-30

九田高広、吉川弘明、高瀬文超、中村紗季、吉｣||弘毅、琢磨寛孝、角弘論、枝廣茂樹、岩佐和夫、山田

正仁：筋無力症における抗Synaptophysin抗体の検出。第２１回日本神経免疫学会学術集会，大阪，

2009.03.l2-l3

丸田高広、角弘諭、吉川弘明、岩佐和夫、山田正仁：脳画像におけるベクトル合成技術の開発；脳血流

画像を用いた検討。第５０回日本神経学会総会、仙台、2009.5.20-22

吉川弘明：パネルディスカッション「新型インフルエンザ対策」金沢大学における対応：第47回全国■

大学保健管理協会東海北陸地方会、富山、2009.07.23

・足立由美、門地里絵、片山敦、吉)||弘明：“居心地のよい,，香りの使用が大学生の対人関係場面における

自己効力感に与える影響：日本健康心理学会第２２回大会、東京、2009.09.07-08

吉川弘明、足立由美、高信雅子、生田聡美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、柿本晴美、清水

美保、内山勝晴、鈴木健一、小泉'１頂二：保健管理センターによる健康教育１－集中講義参加者の解析一：

第４７回全国大学保健管理研究集会、札幌、2009.09.16-ｌ７

足立由美、吉川弘明、高信雅子、生田聡美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、柿本晴美、清水■

美保、内山勝晴、鈴木健一、小泉順二：保健管理センターによる健康教育２－集中講義の教育効果一：第

47回全国大学保健管理研究集会、札幌、2009.09.16-17

内山勝晴、岩田恭宜、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、古｣||似：健診での心肥大に精密検査は■

必要か？－NTpro-BNPを用いたスクリーニング－：第４７回全国大学保健管理研究集会、札幌、
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2009.09.16-17

・足立由美、吉川弘明：大学生に対する心と体の統合的健康教育プログラムの有効性に関する研究：第6８

回日本公衆衛生学会総会、奈良、2009.10.21-23

学会における貢献

・全国大学保健管理協会理事評議員機関誌「キャンパスヘルス」編集委員

・国立大学法人保健管理施設協議会理事

・米国大学保健管理学会（AmericanCollegeHealthAssociati。､）会員

・日本神経学会評議員専門医指導医

・日本神経免疫学会評議員

・日本神経治療学会評議員

・日本内科学会認定医

・米国神経学会（AInericanAcademyofNeurology）会員

・日本産業衛生学会会員

・日本健康心理学会会員

･日本神経心理学会会員

･日本臨床薬理学会会員

学会論文査読

・２００８（平成20）年英文国際誌１編

・２００９（平成２１）年英文国際誌２編和文誌１編

研究助成等

・文部科学省・日本学術振興会・科学研究費基盤研究（c）（一般）「重症筋無力）・文部科学省・日本学術振興会・科学研究費基盤研究（C）（一般）「重症筋無力症自己抗体のスペクトラ

ムに関する研究」主任研究者（平成１９年-22年）

・文部科学省・日本学術振興会・科学研究費基盤研究（c）（一般）「損傷神経に誘導される新規蛋白がイ

オンチャネル活動調節・痛み'情報伝達に果たす役割」分担研究者（主任研究者：横山茂）（平成２１

年-23年）

・厚生労働省・難治性疾患対策研究事業「免疫`性神経疾患に関する研究」班・分担研究者

・文部科学省新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援GP）選定（平成１９年-22

年）「心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵をもった学生の育

成-」

・平成21年度受諾研究「神経難病等の自律神経異常における脈波解析の試み」主任研究者

・平成２１年度受諾研究「高次機能障害（認知症等）の時計認識に対する検討」主任研究者

論文・報告書等

（報告書）

・田代邦雄、丸田高広、吉川弘明Ａ足立由美、鈴木健一、横地英博、坂井健二、佐藤日出夫、柴田裕行、

岩佐和夫、山田正仁．能登半島地震における神経難病患者の身体・社会的被害と心身の障害に関する調

査.厚生労働省重傷難病患者の地域医療体制の構築に関する研究班平成19年度班会議報告書２００８

・吉川弘明、丸田高広、梅下翔、高瀬文超、吉川弘毅、角弘諭、枝廣茂樹、本崎裕子、古川裕、岩佐和夫、

山田正仁．重症筋無力症の興奮収縮連関における自己抗体の検討；抗ＲｙＲ抗体、抗ＤｌＰＲ抗体のＩｇＧ
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Subclass解析．厚生労働省免疫性神経疾患に関する調査研究班平成１９年度班会議報告書２００８

吉川弘明、丸田高広、高瀬文超、吉川弘毅、中村紗季、琢磨寛孝、角弘諭、枝廣茂樹、岩佐和夫、山

田正仁：筋無力症における新規バイオマーカーの検討；抗Synaptophysin抗体。厚生省特定疾患対策研

究事業・免疫性神経疾患に関する調査研究・平成20年度研究報告書．２００９

吉川弘明、足立由美、鈴木健一、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣川早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田
■

真紀、岩田恭宜、内山勝晴、古川佃「頭痛保持者のＱＯＬに関する疫学的調査一健康診断に始まる学生支

援の視点から－」全国大学保健管理協会CAMPUSHEALTHVoL46No・ｌｐ、2282009.2

足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣川早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田真紀、鈴木
■

健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川ｌｊＵＬ「肥満、やせの学生のQOL評価と健康教育一BMIとＳＦ36、ライフス

タイル（食事、運動）との関連一」全国大学保健管理協会CAWUSHEALTHVoL46No・ｌｐ、1732009.2

(論文）

・MarutaT，YoshikawaH，Fukasawa S，UmeshitaS，InaokaY，EdahiroS，ＫａｄｏＨ，MotozakiY，Iwasa

K，YamadaMAutoantibodytodyhydropyridinereceptorinmyastheniagravis・JNeuroimmunol,２００９

Mar;208(1-2):125-9

・SuzukiS，UtsugisawaK，YoshikawaH，MotomuraM，MatsubaraS，YokoyamaK，NaganeY，MarutaT，

ＳａｔｏｈＴ，ＳａｔｏＨ，KuwanaM，SuzukiN・Autoimmunetargetsofheartandskeletalmusclesinmyasthenia

gravis・ＡｒｃｈＮｅｕｒｏｌ２００９Ｓｅｐｌ４［Epubaheadofprint］

・吉川弘明：重症筋無力症-病態解明と診療の進歩：成人型全身型重症筋無力症．ClinicalNeuroscience

２６(9):979-982,2008

・吉川弘明：重症筋無力症．ModernPhysician28(5):639-645,2008

・吉川弘明：重症筋無力症の診断新たな診断方法．脳２１１１(2):238-242,2008

（著書）

・吉川弘明 健康論金沢大学「大学・社会生活論」テキスト編集会議（編）知的キャンパスライフの

すすめ－スタディ・スキルズから自己開発へ－学術図書出版社．pplO5-ll2，２００８

吉川弘明：全身型重症筋無力症に術前ステロイド治療は必要か岡本幸市、棚橋紀夫、水澤英洋（編）■

EBM神経疾患の治療2009-2010中外医学社．Ｐp567-571,2009

吉川弘明：日経BPムック「変革する大学」シリーズ金沢大学理工研究域2010-2011年版、学生支援■

ＧＰ｢心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵をもった学生の育成-｣、

pp28-312009

学外講演

・2008年６月７日第８回重症筋無力症フォーラム東京「重症筋無力症治療の現状と未来への

展望」

・2008年１０月２５日第１回MetropolitanNeuroimmuneNetwork学術講演会東京「重症筋無力

症の病態と治療」

・2009年９月２６日重症筋無力症講演会（金沢市泉野・元町・駅西福祉健康センター主催）「重症筋

無力症の治療一現状と未来-」

・2009年１１月７日第８回関東甲信越地区重症筋無力症研究会東京「重症筋無力症臨床研究の

動向」
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・2009年１１月３０日南砺市学校保健会保健主事・養護教諭秋季合同研修会「学校における感染症

対策一新型インフルエンザ対応を含めて-」

学外における社会貢献活動

・厚生労働省・難治性疾患対策研究事業「免疫'性神経疾患に関する研究」班・分担研究者

・日本多発性硬化症協会医学顧問

・MayoNeuroscienceForum幹事

・静岡大学外部評価委員（2008年）

・2009.8.27教員免許状更新講習「学校保健に必要な知識のワクチン」講師（学校における感染症対策）

１/６コマ担当

特許

.［特許公開2009-092561]吉川弘明、丸田高広：ジヒドロピリジン受容体抗体レベルに基づく胸腺瞳合併

重症筋無力症の診断方法。出願者；金沢大学。

.［特許出願2008-225497]角弘諭、吉川弘明、丸田高広、相馬努：内容未公開。

.［特許出願2008-252690]吉川弘明、丸田高広、角弘諭：内容末公開。

.［特許出願2009-013654]吉川弘明、丸田高広、角弘論：内容未公開。

鈴木健一

学内委員会など

・学生相談専門委員会委員

・学生サポートガイドブック編集委員長

・きいつけまつし編集委員会委員

・ハラスメント相談員（助言者）

・ビア・サポート・ルーム専門スーパーバイザー

.なんでも相談室相談員

・共通教育委員会教務・学生委員

・平成２１年度社会技術研究開発事業研究開発プログラム「科学技術と社会の相互作用」による研究開発プ

ロジェクト「自閉症にやさしい社会：共生と治療の調和の模索」の大学生早期発見・治療･支援研究グルー

プメンバー

・金沢大学喫煙対策ワーキング・グループ・メンバー

学内での教育的活動

.「カウンセリングの初歩」（共通教育後期）１５コマ/１５を担当。

．「臨床心理学特論２」（教育学研究科前期）１５コマ/１５を担当。

。「大学社会生活論」（共通教育前期）３クラス１コマ/１５ずつ担当

・ランチョンセミナー2008.4.16,2009.6.1

学内講演

・2008.5.27平成２０年度北陸地区国立大学法人等初任者研修講師

・2008.6.18ハラスメント研修会講師

・2008.9.26保健学科教職員対象研修会講師
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・2009.1.15学生支援ＧＰ「夢分析」講師

・2009.2.16サークルリーダー研修会講師

・2009.4.8平成２１年度学生相談研修会講師

・2009.6.10平成２１年度第１回保健学FD研修会講師

・2009.7.8平成21年度第２回保健学FD研修会講師

・2009.7.14ハラスメント研修会講師

・2009.11.11平成21年度第３回保健学FD研修会講師

学会発表

・日本心理臨床学会第２７回大会シンポジウム「日本で心理臨床を学ぶ留学生の受け入れ･サポート・指導」

シンポジスト於つくば国際会議場２００８．９．４－７

・日本心理臨床学会第２７回大会自主シンポジウム「日本心理臨床の国際交流アジアで果たしうる役割」

話題提供於つくば国際会議場２００８．９．４－７

・日本心理臨床学会第２８回大会自主シンポジウム「日本在住の外国人に対する心理臨床を考える」話題

提供於東京国際フォーラム2009.9.20-22

・鈴木健一:生き生きとした学生相談を構築するユーモアの活用一対人関係的精神分析を援用した事例研

究一日本学生相談学会第２７回大会於津田塾大学2009.5.23～25.

・The5thWorldCongressforPsychotherapy，Symposia：“Whatmodificationsandspecial

considerationsarenecessarywhenwepracticewestern-bornpsychotherapieswithChineseand

Japaneseclientele?'，ConvenerBeijing，China2008・’0.12-15.

.平成２１年度全国保健管理協会東海・北陸地方部会パネル３司会於富山大学2009.7.23-24

・平成２１年度メンタルヘルス研究協議会第２分科会司会於名古屋大学2009.9.10-11

・平成２１年度第47回全国学生相談研修会Ｔｌ司会於東京国際フォーラム2009.11.24-26

学会における貢献

・日本心理臨床学会国際交流委員会委員

・日本学生相談学会第２６回大会準備委員会準備委員長

・日本学生相談学会理事学術交流委員会委員

・日本精神分析学会会員

・WilliamAlansonWhitelnstituteforPsychoanalysisandPsychotherapyCorrespondingMember

・平成２１年度東海北陸地区メンタルヘルス研究協議会実行委員会委員

・石川県臨床心理士会事務局長

学会論文査読

・２００９（平成２１）年和文誌１編

論文・報告書等

（報告書）

・窪内節子･鐘土健二学生相談の基礎．第46回全国学生相談研修会報告書ｐ・－(平成21年３月発行）

・鈴木健一：学生相談について．平成２０年度大学コンソーシアム石川ＦＤ研修会報告書一高等教育機関

のFD義務化にあたって-,59-63．（平成20年１１月発行）

（論文）
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鈴木健一：共感について考えてみる_金澤論文へのコメントー．神戸松蔭こころのケア・センター臨床

心理学研究，3,44-46,2008.4．

鈴木健一：ニューヨークを中心としたアメリカの学生相談の現状について_統計資料と精神分析の視点

を通して－，学生相談研究，２９(3)，273-284,2009.1．

(翻訳）

川畑直人・鈴木健＝（監訳）：精神分析臨床を生きる一対人関係学派から見た価値の問題－，創元社，

2009.5.20

学外講演

・2008.8.18-28金沢大学公開講座「心と身体の健康」講師（第４回「無意識を旅する｣）１/４コマ担当

・2009.11.30-122第46回全国学生相談研修会講師

学外における社会貢献活動

・平成20,21年度石川県スクールカウンセラー

,平成20,21年度金沢市巡回専門相談員

・緊急支援臨時スクールカウンセラー（2008.5.3）

・2009.8.27教員免許状更新講習「学校保健に必要な知識のワクチン」講師（スクールカウンセリング）

１/６コマ担当

・放送大学大学院客員准教授

足立由美

学内委員会など

・金沢大学学生相談専門委員会委員（2008年度）

・金沢大学学生支援ＧＰ「心と体の育成による成長支援プログラムー社会に幸せをもたらす生活の知恵を

もった学生の育成一」推進副責任者・学生支援GPプロジェクトメンバー

・ビア・サポート・ルーム専門スーパーバイザー

・なんでも相談室相談員

・ハラスメント相談員（助言者）

学内での教育的活動

.「教育心理学特論」（教育学研究科・後期）１５/１５コマ担当。

.「健康論」（共通教育「大学・社会生活論」・前期）２００８年度ｌクラス、ｌ/１５コマ担当。2009年度３ク

ラス、１/１５コマ担当。

.「健康論実践１－救急蘇生と安全な大学生活一」（共通教育・前期、後期）コーディネーター。2008年度

２クラス、2009年度１クラス。

.「健康論実践２－生活習J慣病予防を食事から考える－」（共通教育・後期）コーディネーター。2008年度

２クラス、「食事と心の健康」１/7.5コマ担当。2009年度１クラス、「食事と心の健康」１/7.5コマ担当。

.「健康論実践３－自己発見のためのグループワークー」（共通教育・前期）コーディネーター。2008年度

１クラス、7.5/7.5コマ担当。2009年度１クラス、７．５/7.5コマ担当。

・2008.4.28ランチョンセミナー「ＧＰシヤトルバスに乗ろう！」

・2008.6.6ランチョンセミナー「学生支援ＧＰプログラムに参加してみよう！」
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・2008.6.17学生支援ＧＰ自分を見つめるプログラム講師「コミュニケーションについて学ぼう」

・2008.7.253寮執行部との懇談会出席（北冥寮）

・2008.10.7ランチョンセミナー「学生支援GPの集中講義「健康論実践｣」

・2008.10.24ランチョンセミナー「学生支援GPカフェＯＰＥＮ！」

・2008.1114ランチョンセミナー「学生支援GPが招く医師たち」

・2009.2.103寮執行部との懇談会出席（泉学寮）

・2009.4.15ランチョンセミナー「学生支援ＧＰで盛り上がろう！」

.2009.58-30学生支援ＧＰ自分を見つめるプログラムコーディネーター「`性格検査で自己分析」

・2009.6.12,6.19学生支援ＧＰ自分を見つめるプログラム＆アカンサス・インターンシップ講師「自己

ｆ分析セミナーー今から始めるやりたいことさがし－」

・2009.10.13ランチョンセミナー「学生支援GPでこんなことやってます！」

・2009.10.15学生支援ＧＰ自分を見つめるプログラムフアシリテーター｢性格検査で自己分析一グループ

バージョンー」

・2009.10.30,11.17学生支援ＧＰ自分を見つめるプログラム＆アカンサス・インターンシップ講師「自

己分析セミナー－自分さがし、適職さがし－」

・2009.12.11学生支援ＧＰ自分を見つめるプログラム＆アカンサス・インターンシップ講師「自己分析セ

ミナー－社会人基礎カトレーニング今から鍛える人間カー」

学内講演

・2008.6.23第187回共同学習会発表者「コミュニケーション・プレイスについて－学生支援ＧＰシ

リーズ第二回一」

・2008.9.22平成20年度第１回学生相談研修会：なんでも相談員研修会講師

・2008.10.16平成20年度北陸地区国立大学法人等係長・専門職員研修「大学という職場におけるメンタ

ルヘルスケアの実際」

・2009.9.30平成２１年度第１回学生相談研修会：なんでも相談員研修会講師

・2009.10.6第246回共同学習会発表者「学生支援GPの健康教育について－学生支援GPシリーズ第

三回一」

学会発表

・足立由美「学生の心理発達的変化が求める「居場所」の機能一学生生活サイクルの視点での学生支援の

必要,性一」日本学生相談学会第２６回大会於石川県文教会館2008.5.15～1７

・丸田高広、吉川弘明、足立由美、鈴木健一、佐藤日出夫、柴田裕行、岩佐和夫、山田正仁「能登半島地

震における神経難病患者の身体・社会的被害と心身の障害に関する調査」第49回日本神経学会総会於

横浜2008.5.15～1７

・足立由美「心と体の育成による成長支援プログラム」全国大学保健管理協会平成20年度東海・北陸地

方部会パネルディスカッション３「学生支援を支えるマネジメントについて」パネリスト於グラン

ヴエール岐山2008.7.24～2５

・足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣川早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田真紀、鈴木

健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川佃「肥満、やせの学生のQOL評価と健康教育卍Ｍ１とＳＦ36、ライフス

タイル（食事、運動）との関連一」第46回全国大学保健管理研究集会於京都テルサ2008.10.29～3０
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・吉川弘明、足立由美、鈴木健一、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣川早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田

真紀、岩田恭宜、内山勝晴、古川仇「頭痛保持者のＱＯＬに関する疫学的調査一健康診断に始まる学生支

援の視点から－」第46回全国大学保健管理研究集会於京都テルサ200810.29～3０

・足立由美、松本聡子、安住伸子「集中講義で行うグループプログラムの効果一総合大学の共通教育科目

で行う意義一」日本学生相談学会第27回大会於津田塾大学2009.5.23～2５

・足立由美、門地里絵、片山敦、吉川弘明「"居心地のよい,,香りの使用が大学生の対人関係場面における

自己効力感に与える影響」日本健康心理学会第２２回大会於早稲田大学国際会議場2009.9.7～８

・吉川弘明、足立由美、高信雅子、生田聡美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、柿本晴美、清水

美保、内山勝晴、鈴木健一、小泉順二「保健管理センターによる健康教育１－集中講義参加者の解析一」

第47回全国大学保健管理研究集会於札幌コンベンションセンター2009.9.16～1７

・足立由美、吉川弘明、高信雅子、生田聡美、宮崎節子、田上芳美、林佳子、亀田真紀、柿本晴美、清水

美保、内山勝晴、鈴木健一、小泉順二「保健管理センターによる健康教育２－集中講義の教育効果一」

第47回全国大学保健管理研究集会於札幌コンベンションセンター2009.9.16～1７

・足立由美、吉川弘明「大学生に対する心と体の統合的健康教育プログラムの有効性に関する研究」日本

公衆衛生学会第６８回大会於奈良県文化会館・奈良県新公会堂2009.10.21～２３

学会における貢献

・日本学生相談学会会員

・日本心理臨床学会会員

・日本健康心理学会会員

・日本教育心理学会会員

・日本公衆衛生学会会員

・米国大学保健管理学会（AmericanCollegeHealthAssociation）会員

学会論文査読

・2009年和文誌１編

研究助成等

・平成19年度共同研究｢香りの健康心理学的効果と個人要因に関する研究｣(花王株式会社との共同研究、

２０年８月まで）主任研究者

・文部科学省・日本学術振興会・科学研究費若手研究（B）「大学生に対する心と体の統合的成長支援プ

ログラムの実証的研究」（平成２１年度-）主任研究者

論文・報告書等

（著書）

・足立由美「本能・食行動」松本和雄監修、小原依子編著「音楽療法士のための心理学」第３楽章第１

節・分担執筆朱鷺書房2008.11

（報告書）

・足立由美「心と体の育成による成長支援プログラム（学生支援を支えるマネジメントについて)」全国大

学保健管理協会平成20年度東海・北陸地方部会報告書ｐｐ３９－４２２００８１２

・田代邦雄、丸田高広、吉川弘明、足立由美、鈴木健一、横地英博、坂井健二、佐藤日出夫、柴田裕行、

岩佐和夫、山田正仁．能登半島地震における神経難病患者の身体・社会的被害と心身の障害に関する調
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査.厚生労働省重傷難病患者の地域医療体制の構築に関する研究班平成１９年度班会議報告書２００８

足立由美、吉川弘明、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣川早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田真紀、鈴木

健一、岩田恭宜、内山勝晴、古川仇「肥満、やせの学生のQOL評価と健康教育一BMIとＳＦ36、ライフス

タイル（食事、運動）との関連一」全国大学保健管理協会CAWUSHEALTHVo１．４６No.１ｐ、1732009.2

吉川弘明、足立由美、鈴木健一、宮崎節子、田上芳美、林佳子、廣川早苗、岡本沙織、高信雅子、亀田■

真紀、岩田恭宜、内山勝晴、古川CUL「頭痛保持者のＱＯＬに関する疫学的調査一健康診断に始まる学生支

援の視点から－」全国大学保健管理協会CAMPUSHEALTHVoL46No､ｌｐ、2282009.2

鈴木健一・足立由美「日本学生相談学会第２６回大会シンポジウム教員と学生に対する教育を考える－■

ＦＤ義務化を迎えて－｣金沢大学保健管理センター金沢大学保健管理センター年報・紀要Ｎｏｌｐｐ､７０

－８２２００９．３

（論文）

・足立由美、吉川弘明、廣川早苗、高信雅子「肥満、やせの大学生のQOL評価と健康教育の可能`Ｉ生一SF36

による評価とライフスタイル(食事､運動）の調査一」全国大学保健管理協会CAlTUSHEALTHVoL46No,２

ｐｐｌ６７－1722009.3

・足立由美「平成１９年度新入生の健康調査結果一健康関連QOL尺度SF-36の導入一｣金沢大学保健管理セ

ンター金沢大学保健管理センター年報・紀要No.ｌｐｐ６５-692009.3

・足立由美「大学における心と体の統合的健康教育の実践一食育プログラムを中心に－」全国学校栄養士

協議会栄養教諭No.１５ｐｐ54-592009.4

・足立由美「2008年度の学生相談界の動向」学生相談研究ＶＯＬ３０，No.ｌｐｐ、59-722009.7

学外講演

・2009.8.18～２８金沢大学公開講座「心と体の健康」講師（パーソナリティと健康）１/４コマ担当

・2009.1.2O弥生公民館講演「高齢者の心と体の健康についてＩ

学外における社会貢献活動

・2009.8.27教員免許状更新講習「学校保健に必要な知識のワクチン」講師（学校におけるメンタルヘル

スケアと食育）ｌ/６コマ担当

内山勝晴

学内委員会など

・金沢大学角間地区キャンパス産業医

・金沢大学角間キャンパス安全衛生委員会委員

学内講演

・体育会サークル対象・熱中症／救急処置講習会（年７－８回）

学会発表

・国内：主演者３共同１５

・海外：国際学会共同演者３

論文・報告書等

（論文）

・UchiyamaK，HayashiK，FujinoN，ＫｏｎｎｏＴ，SakamotoY，SakataK，KawashiriMInoH，Yamagishi

-58-



Ｍ、［ImpactofQTvariablesonclinicaloutcomeofgenotypedhypertrophic

NoninvasiveElectrocardioL2009;1４(1):65-71．

(著書）

・重症心不全の予防と治療北風政史編著中外医学社2009.9（分担執筆）

cardiomyopathy.］Ａ､、

学会における貢献

・日本内科学会員

・日本循環器学会員学会

・日本心臓病学会員

・日本心血管インターペンション学会員

・日本不整脈学会員

学外における公的活動

・北陸中央病院循環器外来担当

・２００９ＫＣＣ（PCIlivedemonstrationKanazawa）LocalFaculty

・２００９SlenderclubJapan（S1enderPCIliveinKCVH）LocalFaculty

清水美保

学内委員会など

・金沢大学産業医

・金沢大学安全衛生委員会委員

学内講演

・2009.6.24,7.15熱中症対策および心肺蘇生/AED講習会

学内での診療活動

・附属病院血液浄化療法部担当（月曜日，水曜日午前，金曜日）

学会発表

・會津元彦，清水美保，堀上健幸，山本正和，亀谷富夫：ＰＥ・曾律元彦，清水美保，堀上健幸，山本正和，亀谷富夫：PET-CTが大きく診断に寄与した高安病の１

例．第204回日本内科学会北陸地方会，富山，2008.3.2

・會津元彦，堀上健幸，清水美保，川野充弘山田和徳，藤井博：高安病の診断にl8F-FDG-PETが大

きく寄与したl例．第52回日本リウマチ学会総会・学術集会，札幌，2008.4.20-4.23

・清水美保，會津元彦，堀上健幸，山本正和，亀谷富夫，山田和徳，東馬智子，谷内江昭宏：コル

ヒチン投与が腎機能低下の進行抑制に有効であった家族性地中海熱の１例．第205回日本内科学会

北陸地方会，金沢，2008.6.8

学会における貢献

・日本内科学会認定医、専門医

・日本腎臓学会専門医

・日本透析医学会専門医

・日本アフェレシス学会専門医

・日本リウマチ学会専門医
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・日本病態栄養学会会員

中林肇（研究協力員）

学会発表

・西澤誠，中川淳，中林肇：自然科学研究機構生理学研究所研究会シンポジウム「中枢・末梢臓

器間連携による摂食、エネルギー代謝調節」：GLP－１による肝-膵神経性連関（口演)、岡崎、2008.2.28

学会における貢献

・日本糖尿病学会学術評議員専門医研修指導医

・日本内分泌学会功労代議員専門医

・日本神経内分泌学会功労評議員

・日本内科学会認定医

・米国糖尿病学会会員

・米国内分泌学会会員

論文・報告書等（報告書）

（論文）

・NakagawaA，ＵｅｎｏＫ，ＩｔｏＭ，OkamotoS，UeharaK，ＩｔｏＨ，MishinaS，KinoshitaE，NojimaT，Takahashi

H，ＩｋａｗａＨ，TakashimaS，NishizawaM，NakanoS，ＫｉｇｏｓｈｉＴ，NakabayashiH，UchidaK：Insulin

responsestoselectivearterialcalciuminfusionunderhyperinsulinemiceuglycemicglucose

clamps：casestudiesinadultnesidioblastosisandchildhoodinsulinoma・EndocrineJournal

2008,54(1)：27-33

･IwasakiY,NakabayashiH,KakeiMSchimizuH,MoriM:Nesfatin-levokesCa2+signalinginisolated

vagalafferentneuronsviaCa2influxthroughN-typechannelsBiochemBioChemResComln、２００９

（総説）

・中川淳，中林肇，古家大祐：特集インクレチン４）インクレチンの膵外作用、中枢神経系への作用月

刊糖尿病２００９

学外における社会貢献活動

・石川県立中央病院倫理委員会委員（2008-）

・石川県立看護大学非常勤講師（2009-）

根上昌子（研究協力員）

学会発表

・根上昌子、丸田高広、角弘諭：FDG-PETを用いた「ものわすれ健診」；ものわすれ外来との総合診断シス

テム。第１７回日本脳ドック学会総会、郡山、2008.6.28-29

・根上昌子、丸田高広、角弘諭：FDG-PETを用いた「ものわすれ健診」；「ものわすれ外来」との総合診断

システム。第49回日本人間ドック学会学術大会、徳島、2008.9.11-12

・根上昌子、丸田高広、角弘諭：FDG-PETを用いた「ものわすれドック」システム。第27回日本認知症学

会学術集会、前橋、2008.10.10-12

・角弘諭、丸田高広、根上昌壬：認知症脳画像における新融合技術の臨床的有用性の検討一機能画像と形
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態画像の統合化一。第27回日本認知症学会学術集会、前橋、2008.10.10-12

丸田高広、吉川弘明、角弘諭、根上昌子；レピー小体型認知症における自律神経検査の選択。第２７回日
■

本認知症学会学術集会、前橋、2008.10.10-12

根上昌子、丸田高広、角弘諭、東壮太郎、山本達：もの忘れドックにおける交感神経皮層反応の有用性。
■

第１８回日本脳ドック学会総会、東京、2008.6.4-5

角弘諭､根上昌子､丸田高広:新フユージヨン画像を用いた認知症評価システムの臨床的有用`性の検討一

形態画像と機能画像の統合化一。第２８回日本認知症学会学術集会、仙台、2009.11.20-22

学会における貢献

・日本ドック学会専門医

・日本温泉気候物理医学会認定医

・総合健康診断医学会

・日本内科学会

・日本消化器集団検診学会

・日本禁煙学会日本

・産業衛生学会

・日本肺癌学会

・日本睡眠学会

・肥満学会

学外における社会貢献活動

・2009.7.26七尾サンライフプラザ 第一回アレルギー教室口演指導
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2．スポーツ教育部門

北浦孝

学内委員会など

.共通教育「身体・スポーツ系」代表幹事

・共通教育テーマ別・一般科目委員会委員

学内での教育的活動

.「体力リフレッシュ・導入科目」（前期）２コマ

.「テニス・実技」（前期）１コマ

.「ソフトボール・実技」（前期）１コマ

.「サッカー・実技」（前期）２コマ

.「バスケットボール・実技」（後期）２コマ

.「Jog&Circuitトレーニング・実技」（後期）１コマ

.「パワートレーニング・演習」（後期）１コマ

.「自然研学大学院薬学研究科運動生理学」後期１コマ

・アメリカンフットボール部顧問

・チア・リーダー部顧問

・アスレチックトレーナー部顧問

学会発表

１５回/１５週を担当

１５回/１５週を担当

１５回/１５週を担当

１５回/１５週を担当

１５回/１５週を担当

１５回/１５週を担当

１５回/１５週を担当

１５回/１５週を担当

・５４rdAmericanCollegeofSportsMedicine「DistincteffectsofClenbuterolonNumbofrat

soleusandEDLmuscles.」TakashiKitaura、NewOrleans（Louisiana）Ｍａｙ３０，２００７（2007

年５月３０日）

・第６２回日本体力医学会：「高気圧・高酸素環境による糖尿病ラットのヒラメ筋の変化｣、上田晃一，石

原昭彦，金丸雄志，松本亜希子，北浦孝．秋田経済法科大学（秋田）（2007年９月１５日）

・第６２回日本体力医学会：「クレンブテロール投与によるラット心筋への影響｣、金丸雄志,上田晃一，

北浦孝．秋田経済法科大学（秋田）（2007年９月１６日）

学会における貢献

・アメリカスポーツ医学会特別会員（Fellow）

・日本体力医学会評議員

・日本生理学会会員

・日本生物物理学会会員

・日本薬理学会会員

・日本生化学会会員

・日本電気泳動学会会員

学会論文査読

・２００７（平成19）年度日本生理学会会誌１編

研究助成等

・平成17-18年度科学研究費補助金（基盤研究（C)）：「ドーピング規制薬物を利用したトレーニング適応
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の分子機構の解析」

論文・報告書等

（報告書）

・ドーピング規制薬物を利用したトレーニング適応の分子機構の解析北浦孝(金沢大学保健管理セン

ター）平成17-18年度科学研究費補助金（基盤研究（C)）研究報告書ｐ・'-67（平成１９年３月発

行）

（論文）

・KitauraT・DistincteffectsofClenbuterolonNumbofratsoleusandEDLmuscles・ＭｅｄＳｃｉ、

SportsExerc．（2007）３９(5)；Ｓ224,

・上田晃一，石原昭彦，金丸雄志，松本亜希子，北浦孝．高気圧・高酸素環境による糖尿病ラットのヒ

ラメ筋の変化．体力科学（2007）５６(6);617

・金丸雄志,上田晃一,北浦孝．クレンブテロール投与によるラット心筋への影響．体力科学（2007）

５６(6);875

・KitauraT、EffectsofclenbuterolonNotchlofmaleratskeletalmuscles・ＭｅｄＳｃｉ・SportsExerc．

（2006)38(5)；Ｓ546

・ＵｅｄａＫ，KanemaruY，KitauraT､EffectsofclenbuterolonNotchsignalingofratskeletallnuscles．

体力科学（2006）５５(6);908

学外における公的活動

・北陸アメリカンフットボール協会副理事長

・石川県アメリカンフットボール協会畠'１理事長

寳學淳郎

学内での教育的活動

（学部）

・スポーツの歴史（2009、前期、１５コマ/１５を担当）

・身体・スポーツ実技サッカー（2009、前期、２クラス、１５コマ/１５を担当）

・身体・スポーツ実技リフレッシュスポーツ（2009、前期、１５コマ/１５を担当）

・サッカーの歴史（2009、後期、１５コマ/１５を担当）

・身体・スポーツ実技フットサル（2009、後期２クラス、１５コマ/１５を担当）

（大学院一教育学研究科）

ｑ保健体育科教科内容特論Ｆ（2009、前期、１５コマ/１５を担当）

・教育実践基礎研究（2009、前期、３コマ/１５を担当）

・課題研究Ｉ（2009、前期、１５コマ/１５を担当）

・保健体育科教科内容研究演習Ｆ（2009、後期、１５コマ/１５を担当）

・課題研究Ⅱ（2009、後期、１５コマ/１５を担当）

学会における貢献

・日本体育学会体育史専門分科会世話人及び学会誌編集委員２００７

・東北アジア体育・スポーツ史学会日本支部理事２００７
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・日本スポーツ産業学会スポーツ産業史専門分科会事務局２００７

・日本体育学会会員

・スポーツ史学会会員

学会論文査読

・２００８年度「体育史研究」１編

・２００９年度「体育史研究」２編

論文・報告書等

（著書）

・寳學淳郎、旧東ドイツスポーツ関係者の言説一TaveSchurとその自伝一、不昧堂出版

（論文）

・寳學淳郎、旧東ドイツスポーツ関係者の言説一HelmutRecknagelの自伝を中心に－金沢大学学校教育学類

紀要、第２号

村山孝之

学内での教育的活動

く学部＞（共通教育）

・メンタルトレーニング講義（前期）１コマ１５回/１５週を担当

・身体と運動の心理学講義（後期）１コマ１５回/１５週を担当

・身体・スポーツ実技／ソフトテニス（前期）１コマ１５回/１５週を担当

・身体・スポーツ実技／バドミントン（前期／後期）各２コマずつ１５回/１５週を担当

・身体・スポーツ実技／ソフトテニスⅡ（前期）１コマ１５回/１５週を担当

・身体・スポーツ実技／ソフトテニス&バドミントン（後期）１コマ１５回/１５週を担当

く大学院＞（教育学研究科）

・保健体育科教科内容研究特論Ｅ（前期）１コマ１５回/１５週を担当

・保健体育科教科内容研究演習Ｅ（後期）１コマ１５回/１５週を担当

・教育実践基礎研究（前期２）２コマ１５回/１５週を担当

く課外活動＞

・ソフトテニス部顧問

学会発表

・石村宇佐一、村山孝之、古章子、野田政弘（2009）中学校体育授業におけるメンタルト・石村宇佐一、村山孝之、古章子、野田政弘（2009）中学校体育授業におけるメンタルトレーニングプロ

グラムの検討．日本体育学会第60回記念大会広島大学2009.8.26

・山辺1匹且､且2-Ｌ＆Sekiya,Ｈ・（2009）Therelationshipbetweenfactorsofchokinginsport．

ＩSSP（InternationalSocietyofSportPsychology）l2thWorldCongress，Morocco，2009.6.18

・Tanaka,Ｙ､，Funase,Ｋ，Sekiya,Ｈ,，』L｣ﾆﾆlL且ﾕﾆﾑｴﾆ，＆Miki,Ｙ（2009）Modulationofcorticospinal

excitabilityduringafinefingermovementlSSP（InternationalSocietyofSportPsychology）１２th

WorldCongress，Morocco，2009.6.19

・田中美吏、船瀬広三、関矢寛史、１処u壹竺（2008）プレッシャー下における皮質脊髄路の興奮性変化．

日本スポーツ心理学会第３５回大会中京大学2008.11.16
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・石村宇佐一、野田政弘､封山孝之(2008）高等学校体育授業におけるメンタルトレーニングプログラムの

検討．日本体育学会第59回大会早稲田大学2008.9.11

学会における貢献

・日本スポーツ心理学会会員

・国際スポーツ心理学会会員

・北米スポーツ心理学会会員

・日本体育学会会員

・日本運動学習研究会会員

・北陸体育学会会員

論文・報告書等

（原著論文）

・村山孝之、田中美吏、関矢寛史（2009）「あがり」の発現機序の質的研究．体育学研究５４：263-277.

・田中美吏、瓜本健助tiu｣圭二、関矢寛史（2009）プレッシャーが全身協応運動に及ぼす影響．スポーツ

心理学研究３６：103-114.

・木村展久、村山孝之、田中美吏、関矢寛史(2008）スポーツにおける‘あがり,の原因帰属と性格の関係．

広島大学大学院総合科学研究科紀要Ｉ人間科学研究３：1-9．

学内講演

・2009.12.３金沢大学学生支援GPフォーラム「心と体の育成による成長支援プログラム」

題目：「メンタルトレーニング－ここ－番で実力を発揮するために－」講師

学外講演

・2009.10.31平成２１年度日本体育協会公認上級指導員養成講習会日本体育協会金沢「スポーツの心理

Ｉ」講師

・2009.10.10日本体育協会スポーツ指導者資格指導員養成講習会日本体育協会金沢「メンタルトレーニ

ングの実際」講師

.2009.2.７金沢大学「特別教育セミナー」題目：「競技復帰のためのメンタルトレーニング」講師
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